
- 1 - 
 

 
 
 

令和６年  

 

第３回仙北市議会臨時会  

教 育 行 政 報 告  

 

 

 

 

仙北市教育委員会  
 

 

令 和 ６ 年 ４ 月 ２ ４ 日  

 

 



- 2 - 
 

令和６年第３回仙北市議会臨時会の開会にあたり、主な事項につい

て、ご報告させていただきます。 

 

令和６年４月１日付で教育長２期目を拝命いたしました。初心を忘れず、

仙北市教育行政を進めて参る所存です。 

現在、市は「幸福度全国ＮＯ．１」を目指し、様々な施策を講じています

が、私は、学校教育や社会教育、そして各文化施設の活動の充実なしには、

市民の幸福度は上がらないと思います。そのために、仙北市教育委員会に

おいては、令和４年度からその共通理念として、学校教育に関しては「誰を

も取り残さない教育」、社会教育においては「誰もが生涯にわたって学びつ

づける教育」を挙げています。今年度もその理念のもとに様々な施策を講じ

てその具体化に努めます。学校教育に関しては、少子高齢化が急激に進展

する仙北市において、未来の仙北市を担う子どもを育てるために、骨太の人

間の育成、仙北市プライドの醸成を目指して様々な施策を講じていきます。

また、管下の施設や生涯学習においては、「市民に上質な文化を提供する」

を合い言葉に市民目線を大切にし、フットワークを軽くして市民にサービス

を提供して参ります。徹底した現場主義を貫き、学校や市民の要望に真摯

に向き合うことで、その要望に応えていきます。議員各位におかれましては、

これまで同様何とぞご支援、ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

 

【学校教育課】  

◇新年度のスタートについて 

市内の小・中学校１１校は、４月４日に始業し、５日に中学校入学式、８日

と９日に小学校入学式が挙行されました。小学校６校の児童数が７６７人

（前年度８４５人、前年度比７８人減）、中学校５校の生徒数が４９２人（前

年度５０７人、前年度比１５人減）、計１，２５９人（前年度１，３５２人、前年

度比９３人減）で新年度がスタートしました。 
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【北浦教育文化研究所】  

◇全国学力・学習状況調査の実施について 

４月１８日、小学校６年生と中学校３年生を対象に、令和６年度全国学

力・学習状況調査の教科に関する調査が全国一斉に実施されました。今年

度は、国語、算数・数学について行われました。その他に、４月１１日から２４

日の間に生活環境や学習環境等に関する調査が、児童生徒の活用する

ICT 端末を用いてオンライン回答方式で実施されています。この調査は全

国の国公私立の全小・中学校の児童・生徒が対象となる調査で、本市でも

小学校６校、中学校５校が調査に参加しています。 

 

【公民館】  

◇田沢湖公民館まつりについて 

３月６日、７日の２日間、田沢湖総合開発センターを会場に「田沢湖公民

館まつり」が開催され、約１００人が来場しました。 

日ごろ、公民館などで活動している方々の１年間の活動の成果である作

品を展示し、多くの方々に鑑賞していただきました。また、令和５年度に開催

した講座の中から、テーブルフラワー、ハンドメイドアクセサリー、和紙を使っ

た小物作りの無料体験も行われ、体験した方々から大変喜んでいただきま

した。 

 

◇生涯学習の集いについて 

３月１９日に、西木総合開発センターを会場に「生涯学習の集い」を開催

しました。この催しは中央公民館事業の活動発表の場として初めて企画し

たもので、作品展示のほか公民館講座の実演紹介、ふるさと講座などが行

われ、来場者約６０人が生涯学習の魅力にふれながら楽しい時間を過ごし

ました。 

各公民館では、今後とも多くの市民が交流を深め、生涯学習に取り組め

る学びの場を提供できるよう努めて参ります。 
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【学習資料館・イベント交流館】  

◇企画展について 

新潮社記念文学館では、４月２日から６月３０日まで「高井有一  夢の碑

の周辺展」を開催しています。 

「夢の碑」は、高井有一の祖父  田口掬汀（たぐち きくてい）を主人公に、

同時代を生きた画家  平福百穂、新潮社創設者  佐藤義亮をモデルに、明

治の人の新しい時代への野心と青春の軌跡を描いた作品です。今回の展

示では、高井有一の自筆原稿と三氏の資料を中心に展示しています。是非

この機会にご鑑賞ください。 

  

【平福記念美術館】  

◇企画展について 

４月１２日から６月２３日まで「平福百穂  画と短歌－百穂をめぐるひとた

ち」を開催しています。百穂は画家としてだけでなくアララギ派の歌人として

も活躍しました。今展覧会では、日本画作品とともに百穂が詠んだ短歌も

多数紹介しています。あわせてアララギ派歌人をはじめとする百穂と交流の

あった人たちについても紹介しています。常設展示室では、百穂の父である

平福穂庵の作品を展示しています。 

また、桜まつりの期間中、美術館のエントランスでは仙北市と姉妹都市の

長崎県大村市の方々が描いた桜をテーマにした作品も展示しています。是

非この機会にご鑑賞ください。 

 

以上、教育行政に関する報告を申し上げ、教育行政報告といたします。 


